
し ひ 州 レ s い丨+ 1雙備をイt  y :M

k 義治（m i ) , % (高！̂ iレギ’-則  

t % 使（高工％)レ<-石f )，知ん®義んu 欠ェ） 

围a 玉明（% % i )
L a mいshift雙係極イオン满づ.從吏spin-十;Iter *1)̂ 1 ̂ h% A .或ぃは^evo-crossin  ̂0k 
ill，の朴婀終的な遺れ反阇ぃるオペの2つ 丨 こ 札 1 さた。しかしな沢ら?辱ケにクぃH 亭 

m % m fでの氷秦庳チの：?み （F -1 )状能,から2P/J F-0)状態への還特色剌用す6こヒによ•) 

ゼルど/V t ル間の距離を炫くするここ沢可能な方式竹Dormall》0 によ，1提实ごれ7 ぃ 

そ)。我々は.これにも匕ず’乏歸圣イ才ン源匕し1 の矸能性につぃ^ 芑行フ1 5すこ。

/K素厣予の超微細構造丨こおぃ1零磁塌2“の:24, のがIK龜はF } 1のように汴_ し7ぃるd

2 吃の弗立惕は灼9 0 MH£であ•入 2 S%( F-1)杖態から2 Ri(ト 0)機 •への選杨は乳度数I 

1本7 MH2の高周波霞場によソ2Syz( f^ 0 )於ら2 吃(Fご\)へ_ タタに对し1ヤ分備で5 6 0 

たビし, 2み （FM)杖能はF=1のZ•成分F ^ O H の到m が摘退しすこ伙德て'あり高同波電場のみ 

で外部烕塌が’仔& しU ぃ場合には2為（FH,Ff 0)がら2 % (F:0 )への通タタしか許之れなぃ。他 

の2み 状 K すべZ2pyP0)へ選科；1せるには外部成場力fiゆ要匕なる。卩す2 

Ii外咅成場， 5，旧sでの.高同艰窀埸E とI&がJす角に村する2知 （F=1fF2 =1,0，U の备枨 

態からの2 私( P 0 )への選移の乎巧存命玄ボめたものブあろ。ただ’し圏の校軸の平巧弄命丨3• 

平行fj場合に規棒化しマある。これかb|£UBのなす角装が5V近#!:. 2S^F^if Ff 
1,0,-丨）の各板態から:2托 (卜 0 )への勵タダが最も妙率良く行广Jゎれるこ匕力でわがろo 2JS“  
F-1)の秋g 济t勿、Quench之れ6 こ残りの:2 4  (卜0)桃態は51成場中(-2 OO^ss)におi、て 
衡 &度ょ+1であ6のr .洚磁場中でAr t ルによ，I騎電;艾換す6 こ匕によリほぼI 0 0 % 麻  

Ltffイオンが得られ^ ^ ム•人上の結渠复もとに.現S デュ 

オプラでマh aンイオン？原のAno<ULがらA rヒル出口芑 

ザの距麵かU そ々Oem 

織の福極ィオン满！製 

作中である。

177.6 MHz
2S,(Ff D-

2SifR：0)-

1H7MHz

2R(F=1)
2R(F=d)~

2 59-2 MHz
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